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1

第 1 章 問題の背景と所在

現代の日本において，少子化や核家族化、虐待など様々な社会問題が存在しており，そ

の解決案の一つとして父親の育児参加が求められている。厚生労働省はイクメンプロジェ

クト（2010 年より実施）や育児・介護休業法の改定（2010 年 6 月施行）などの政策を行っ

てきたが、平成 25 年度雇用均等基本調査（厚生労働省，2014）による男性の育児休業取

得率は 2.03％と低い数値であり、男性の育児参加が十分に行われているとは言い難い。こ

の原因として、川瀬（2010）は少子化，核家族化，地域社会の崩壊などの原因により，若

い世代の身近に子どもと接する機会が著しく減少し，従来，自然に身についていた「育児

の学習」ができにくい社会状況にあるといった指摘がある。

しかし、そのような時代であっても「親になる」ことに対して肯定的な意識を持ってい

る男子大学生はどのような人生を歩んできたのだろうか。そのプロセスを明らかにするこ

とは今後男性の育児参加を考えるうえで重要なことであると考えられる。

そこで本研究では、労働といった外的な影響を社会から直接受ける前段階にあり、「親

になる」ことを目前に控えた男子大学生を対象とし、「親になる」ことへの肯定的意識がど

のような経験を経て形成されてきたかを探索的に描き出すことを目的とする。

第 2 章 方法

調査は，2014 年 9 月から 11 月にかけて行われた。「親になりたい」と積極的に考えて

いる男子大学生 3，4 年生を 9 名対象とし、半構造化面接を実施した。質問項目は、被養

育体験や子どもとの接触体験に関する全 6 項目を用いた。分析はプロセスを描き出すこと

に適した修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いた。

第 3 章 結果と考察

分析の結果、15 個の概念、≪自身の成長≫、≪被養育経験≫、≪社会的環境≫という 3

個のカテゴリー、【子どもへのポジティブ感情】、【大人への成長】、【親になる意識の芽生え】、

【具体的検討】、【被養育経験】、【子どもとの関わり】、【現実問題】という 7 個のサブカテ

ゴリーが生成された。

本研究から、現代の男子大学生が「親になる」ことに対して肯定的な意識を持ち具体的

に考えていくプロセスは、子どもに対してポジティブな感情を持つことから始まり、自身

が成長する中で子どもと関わる視点が養育者の目線へと変化し、「親になる」ことを意識し

始めること、そしてより具体的に自身の父親像や将来持つ家庭について考えるというプロ

セスが示された。「親になる」意識を持ち始めるまでのプロセスにおいては、子どもと肯定

的な接触体験を持つことが非常に重要であることが示された。また「親になる」意識を持

ち始めて以降は、自身の被養育体験を振り返り肯定的に捉え、それを基盤として具体的な

検討がなされており被養育体験の重要性が確認された。一方で、将来家族を養っていける

かといった現実的な問題についても考えていた。

以上より、「親になる」ことに対して肯定的な意識を持つためには、子どもとの肯定的な

接触体験を持つ機会や自身の被養育体験について考えられる機会、また子どもが将来自身

の被養育体験を肯定的に捉えられるように親側への関わりが重要であると考えられる。

今後の課題としては、現代社会においていかにして子どもとの接触体験を持つ機会を作

るかということ、現代の大学生が現実的な問題を乗り越え実際に「親になる」までのプロ

セスを明らかにすることが挙げられる。
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